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本稿は、日中戦争期（一九三八年～一九四五年）に中国国内の主要図書館に所蔵され、の
ちに中国国家図書館に集約された日本語資料を対象とし、同館のデータベースをもとに抽出
した雑誌・新聞リストである。
中国国家図書館は、一九〇九年に開館した京師図書館を基盤として設立された中国最大の
近代図書館である。百年以上に亙る歴史のなかには、戦火が及んだ時期もあったが、同館は
その都度再生を遂げ、現在ではその所蔵冊数においてアジア地域でも有数の規模を誇ってい
る。特に、戦前の日本語雑誌資料に関しては充実しており、日本の国会図書館にも所蔵され
ていない貴重な文献も多い。
太平洋戦争勃発の一九四一年一二月八日、北平（現在の北京――著者注、以下同）に駐屯
していた日本軍は当時の国立北平図書館に対して大掛かりな館内捜査を行ったうえで、同館
を閉鎖させた。さらに翌一九四二年に行った館内捜査などを経て、同地に駐屯していた日本
軍は、国立北平図書館を閉館させる。また、一九四二年一月二日には同館を接収して国立北
京図書館と名称変更し、館長に周作人を置いた。同館が中国政府の管轄下に戻ったのは、一
九四五年八月の終戦以降である（以上、李致忠編『中国国家図書館史（１９０９～２００９）』国家
図書館出版社〔北京〕、二〇〇九年八月より）。
国立北平図書館時代、同館は満洲工務総署、中日実業社、日本図書保存会などの団体・機
関、および王揖唐、橋川時雄などの個人から二五万冊にも及ぶ文献資料を寄贈された。また、
当時、中国教育部の特派員が引き受けた日本軍の所蔵資料は四〇万冊以上にのぼったとされ
ている。
一九四六年、「平津区敵偽図書処理委員会」（筆者注：北京・天津占領期図書処理委員会）

が設立され、関連資料の収集・整理が始まる。李致忠編『中国国家図書館史（１９０９～２００９）』
（前出）によれば、一九四六年一二月の一カ月で、同図書館には、中国語、日本語資料三〇
七四箱、関連資料六五箱が収蔵されたとされている。
翌年一一月、教育部は「日本文庫」（日本語文献資料館）の設立のため、各図書館に対し
て「日本語の資料が一冊しか所蔵されていない場合、該当資料を国立北平図書館の方に移送
する」よう指示する。さらに、一九四八年五月には、国立北平図書館が日本紡績業天津事務
所に残された資料まで引き受けることになる。現在の中国国家図書館データベースを調査し
たところに拠れば、同館が所蔵する日本語文献資料のほとんどは、この時期に中国各地の図
書館や関連施設から集められたものと考えられる。
なお、本稿作成に至るまでの検索方法、リストの閲覧方法などに関しては以下の凡例にま
とめてある。
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凡例
＊閲覧の便宜上、番号は発行年ごとに組み直されている。
＊「所蔵巻・号」はすべて当該巻・号が出版された年のみ統計している。
＊閲覧及び検索の便宜上、作成にあたって雑誌名、出版者・社名は適宜旧漢字から新漢字に改めた。
＊リスト中、今日から見れば不適切と思われる記述があるが、当時発行の雑誌の歴史性に鑑み、そのままとした。
＊検索方法：中国国家図書館ホームページから「館蔵目録検索（所蔵資料検索ページ」を開き、「外文文献（外国語文
献）」→「更多選項（検索条件）」の順でタップし、「語言（言語）」の中で「日語（日本語）」を選び、「開始年」と「結
束年（終了年）」にそれぞれ「1938」「1945」を入力、「資料類型（該当資料種類）」の中から「報刊（新聞雑誌）」項目
をタップしてから、上方にある「書目検索（資料検索）」をクリックして検索した結果である。
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